
第4地区北部

第５期（令和8～12年度）

中区地域福祉保健計画

目指すまちの姿

第４地区北部の統計データ

第５期計画はこのように作りました

こどもたちの「ふるさと」になるまち
～安心して住みやすい誇れるまち～

　第４地区北部では、自治会町内会、民生委員・児童委員、地区社協、保健活動推進員、消費生活推進員等が
集まり、地区別推進会議を開催しました。
　地域ごとに分かれてグループワークを行い、今後、地域で継続していきたい活動や新たに取り組んでいき
たい活動、地域で大切にしたい場所などについて意見交換を行い、計画にまとめました。
　第5期計画では、これまで行ってきた第４期計画の活動を継続しながら、地域の状況やニーズに合わせて、
積極的に情報収集し、皆で学び合い、新しい取り組みも加えていくことになりました。

90

■人口 〈第4地区北部の人口割合〉

～14歳
15～64歳
65～74歳
75歳～

12.2％

59.7％

11.9％

16.0％

0 10 20 30 40 50 60 70 80 100（%）
第4地区
北部

60.4% 20.8% 10.5%中区

■世帯人員別世帯数

1.3%
6.5%

出典記載のないものは「横浜市統計情報ポータル」（令和７年３月現在）より引用しています。
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■外国人割合の推移

第４地区
北部

中区

合計 ～14歳 15～64歳 65～74歳 75歳～
6,542人

100.0%

803人

12.2%

3,907人

59.7%

782人

11.9%

1,050人

16.0%

155,313人

100.0%

14,103人

9.0%

104,356人

67.1%

16,773人

10.8%

20,081人

12.9%

　高齢者（65歳以上）の割合は約28％で、中区平均（約23％）
を大きく超えています。高齢者のみでみると、75歳以上の
割合が大きいです。
　また、外国人の割合が増えており、多様な文化が行きかう
まちです。中国、韓国に続き、インドや米国籍の人が多いのが
特徴です。
　人口は減少傾向でしたが、この５年で増えてきており、転入
者の増加が見られます。それに伴い、14歳以下のこどもが
増加傾向で、少子高齢化の中、こどもたちが増えていること
がわかります。

48.7% 15.1% 9.6%
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2019年 2024年

●北方町一丁目 　　  ●北方町二丁目 
●千代崎町一・二・三丁目
●千代崎町四丁目 　  ●小港町一丁目 
●ビューコート小港 　 ●小港町二・三丁目
●諏訪町 　　　　　　●本牧十二天

出典：中区外国人数基礎調査（令和6年度実施）

本牧・根岸地区

第５期（令和8～12年度）

中区地域福祉保健計画

目指すまちの姿

　本牧・根岸地区では、町内会ごとに第４期計画の振り返りや、第５期計画策定に向けた検討を行いました。
また、「高齢」「障害」「子ども」それぞれの分野で、地域の方と関係機関・団体との地区懇談会を実施しました。
　それらの意見を踏まえ、地区社協理事会内で、第５期計画をつくりあげました。
　地区懇談会では、活発な意見交換が行われ、「まずは地域での声かけ・あいさつから始めよう」といった声が
ありました。今後も、このような懇談会を通して、顔の見えるつながりを大切にしていきたいです。

第５期計画はこのように作りました

本牧・根岸地区の統計データ

●根岸町 ●根岸加曽台 ●池袋
●矢口台 ●本牧間門 ●本牧荒井の一部　
●本牧三之谷 ●本牧大里町 ●本牧元町
●本牧原の一部 ●錦町 ●かもめ町　
●千鳥町 ●豊浦町 ●本牧ふ頭　
●南本牧

　中区全体と比較すると高齢者、子どもの割合が高くなっています。また、単身世帯よりも２～４人世帯が多い
地域です。未就学児の保護者を対象に実施したアンケート調査では、ご近所づきあいは７割程度（あいさつや
立ち話もするようなお付き合い）、３割の人が地域とのつながりが強いと感じているようです。

■人口 〈本牧・根岸地区の人口割合〉
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■世帯人員別世帯数
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72.2 16.84 6.85
2.4%

43.7% 26.9% 15.8% 10.5%
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未来に向けて
誰もが安心して過ごせるまち

本牧・根岸

大運動会

スプリングコンサート お馬流し

〈近所とお付き合いがあるか〉
■中区子育てニーズ調査（令和６年）より ※未就学児の保護者が対象

全体
（n=558）

本牧和田
周辺地区
（n=76）
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（n=558）
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〈地域の人とのつながりの強さ〉

20.8%40.7% 18.8% 5.4% 9.3% 5.0%
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（%）

7.3% 24.2% 40.0% 23.7% 4.8%

9.2% 27.6% 36.8% 22.4% 3.9%

親しい人はいない
挨拶程度はする 立ち話程度はする 家を訪ねる
困ったときに助け合う 無回答

そう思う どちらかというとそう思う どちらかというとそう思わない
思わない 無回答

出典記載のないものは「横浜市統計情報ポータル」（令和７年３月現在）より引用しています。
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聖坂支援学校

本牧・根岸地区の取組目標

これまでの計画（第４期計画）の振り返り

【えん結び】
　SNSの活用や参加対象を広げる等、実施方法や周知方法を工夫しました。その結果、イベント参加者
が増えました。これからも、デジタル媒体を活用して、さまざまな世代に工夫して地域の情報を発信
していきます。

【元気いっぱい】
　ラジオ体操や大運動会には、たくさんの人が参加してくれました。多世代の交流がより促進される
よう、今後も、各地域ごとの特性に応じた、誰もが参加のしやすいイベントを開催していきます。
　また、小学生・保護者を交えた防災訓練を実施するなど、住民の防災意識の向上につなげることが
できました。

目 標

〈区計画の視点〉えん結び
●誰もが気軽に参加でき、
交流することができる場や
機会を増やします。

●地域のつながりを深め、
住民同士で緩やかな見守りが
できるまちを目指します。

〈区計画の視点〉元気いっぱい
● 誰もが健康に暮らし続けること
ができるような取組を進めます。

● 災害時に地域住民が力を
合わせて対応することができる
地域をつくります。

●引き続き様々なイベントを実施し、多世代交流や
新たな出会いが生まれる地域にしていきます。

●子ども達の企画・実施を、大人がサポートする
機会を検討します。

●声かけ、あいさつが飛び交う雰囲気を大切に
します。また、SNSの活用を進めつつ、人と人が
つながる地域づくりを今後も心がけます。

●ラジオ体操など、世代を超えた健康づくり活動を
今後も実践し、孤立しない、多世代交流が当たり
前と思える地域にしていきます。

取 組

●障害者、高齢者、子育て世帯などの防災訓練へ
の参加が増えるよう工夫し、日ごろから助け
合いのできるまちを目指します。

本牧・根岸地区はこんなまち！
　古い伝統があり、おしゃれな町並みの閑静な住宅街と、埋立地の埠頭や工場、製油所
などがある地区だよ。大規模マンションには若い世代が多く、様々な世代の活動や交流
が活発に行われているんだ。

高齢者食事会（本牧元町南部町内会館）

ひとり暮らし高齢者お食事会

国際親善盆踊り（望洋自治会）

ぷっくりんこ（根岸町自治会館）

親子のひろば（和光幼稚園）

放課後の居場所（本牧三之谷町内会館）

本牧ポートハイツ秋まつり

本牧大里 縁日

ポレポレまつり

シャーロックBABｙ本牧
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聖坂支援学校

本牧・根岸地区の取組目標

これまでの計画（第４期計画）の振り返り

【えん結び】
　SNSの活用や参加対象を広げる等、実施方法や周知方法を工夫しました。その結果、イベント参加者
が増えました。これからも、デジタル媒体を活用して、さまざまな世代に工夫して地域の情報を発信
していきます。

【元気いっぱい】
　ラジオ体操や大運動会には、たくさんの人が参加してくれました。多世代の交流がより促進される
よう、今後も、各地域ごとの特性に応じた、誰もが参加のしやすいイベントを開催していきます。
　また、小学生・保護者を交えた防災訓練を実施するなど、住民の防災意識の向上につなげることが
できました。

目 標

〈区計画の視点〉えん結び
●誰もが気軽に参加でき、
交流することができる場や
機会を増やします。

●地域のつながりを深め、
住民同士で緩やかな見守りが
できるまちを目指します。

〈区計画の視点〉元気いっぱい
● 誰もが健康に暮らし続けること
ができるような取組を進めます。

● 災害時に地域住民が力を
合わせて対応することができる
地域をつくります。

●引き続き様々なイベントを実施し、多世代交流や
新たな出会いが生まれる地域にしていきます。

●子ども達の企画・実施を、大人がサポートする
機会を検討します。

●声かけ、あいさつが飛び交う雰囲気を大切に
します。また、SNSの活用を進めつつ、人と人が
つながる地域づくりを今後も心がけます。

●ラジオ体操など、世代を超えた健康づくり活動を
今後も実践し、孤立しない、多世代交流が当たり
前と思える地域にしていきます。

取 組

●障害者、高齢者、子育て世帯などの防災訓練へ
の参加が増えるよう工夫し、日ごろから助け
合いのできるまちを目指します。

本牧・根岸地区はこんなまち！
　古い伝統があり、おしゃれな町並みの閑静な住宅街と、埋立地の埠頭や工場、製油所
などがある地区だよ。大規模マンションには若い世代が多く、様々な世代の活動や交流
が活発に行われているんだ。

高齢者食事会（本牧元町南部町内会館）

ひとり暮らし高齢者お食事会

国際親善盆踊り（望洋自治会）

ぷっくりんこ（根岸町自治会館）

親子のひろば（和光幼稚園）

放課後の居場所（本牧三之谷町内会館）

本牧ポートハイツ秋まつり

本牧大里 縁日

ポレポレまつり

シャーロックBABｙ本牧
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本牧・根岸地区

第５期（令和8～12年度）

中区地域福祉保健計画

目指すまちの姿

　本牧・根岸地区では、町内会ごとに第４期計画の振り返りや、第５期計画策定に向けた検討を行いました。
また、「高齢」「障害」「子ども」それぞれの分野で、地域の方と関係機関・団体との地区懇談会を実施しました。
　それらの意見を踏まえ、地区社協理事会内で、第５期計画をつくりあげました。
　地区懇談会では、活発な意見交換が行われ、「まずは地域での声かけ・あいさつから始めよう」といった声が
ありました。今後も、このような懇談会を通して、顔の見えるつながりを大切にしていきたいです。

第５期計画はこのように作りました

本牧・根岸地区の統計データ

●根岸町 ●根岸加曽台 ●池袋
●矢口台 ●本牧間門 ●本牧荒井の一部　
●本牧三之谷 ●本牧大里町 ●本牧元町
●本牧原の一部 ●錦町 ●かもめ町　
●千鳥町 ●豊浦町 ●本牧ふ頭　
●南本牧

　中区全体と比較すると高齢者、子どもの割合が高くなっています。また、単身世帯よりも２～４人世帯が多い
地域です。未就学児の保護者を対象に実施したアンケート調査では、ご近所づきあいは７割程度（あいさつや
立ち話もするようなお付き合い）、３割の人が地域とのつながりが強いと感じているようです。

■人口 〈本牧・根岸地区の人口割合〉
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26,585人
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■世帯人員別世帯数

1.3%
6.5%

72.2 16.84 6.85
2.4%

43.7% 26.9% 15.8% 10.5%

1人 2人 3人 4人 5人 6人 7人以上

未来に向けて
誰もが安心して過ごせるまち

本牧・根岸

大運動会

スプリングコンサート お馬流し

〈近所とお付き合いがあるか〉
■中区子育てニーズ調査（令和６年）より ※未就学児の保護者が対象

全体
（n=558）

本牧和田
周辺地区
（n=76）

全体
（n=558）

本牧和田
周辺地区
（n=76）

〈地域の人とのつながりの強さ〉

20.8%40.7% 18.8% 5.4% 9.3% 5.0%

19.7%32.9% 28.9% 6.6%6.6%6.6% 5.3%
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（%）

（%）

7.3% 24.2% 40.0% 23.7% 4.8%

9.2% 27.6% 36.8% 22.4% 3.9%

親しい人はいない
挨拶程度はする 立ち話程度はする 家を訪ねる
困ったときに助け合う 無回答

そう思う どちらかというとそう思う どちらかというとそう思わない
思わない 無回答

出典記載のないものは「横浜市統計情報ポータル」（令和７年３月現在）より引用しています。

第５期（令和8～12年度）

目指すまちの姿

第６地区の統計データ

●大芝台 ●大平町 ●塚越
●寺久保 ●西竹之丸 ●根岸旭台
●根岸台 ●簑沢 ●山元町
●滝之上 ●山手町の一部

第6地区
中区地域福祉保健計画

自然と歴史の調和・心あたたまる絆・
「このまちが大好き」をつないでいく
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■人口 〈第6地区の人口割合〉
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■世帯人員別世帯数

1.3%
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第 6
地区

中区

合計 ～14歳 15～64歳 65～74歳 75歳～
17,182人

100.0%

1,976人

11.5%

10,780人

62.7%

2,005人

11.6%

2,421人

14.0%

155,313人

100.0%

14,103人
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104,356人

67.1%

16,773人

10.8%

20,081人

12.9%

10.5%

42.8% 27.7% 15.4% 11.1%

　人口は区内で3番目に多い地区ですが、５年前に比べ緩やかに減少しています。14歳以下・15～64歳
の人口割合はともに減少してますが、65歳以上の人口割合は増加しており、高齢化率が高くなっています。
　対して、高齢者のみの世帯の割合は区内で２番目に低く、一人暮らし世帯の割合も他地区と比べて
低くなっています。
　また、居住年数は20年以上の人がもっとも多く、長く住み続けている人が多いことが特徴です。

1人 2人 3人 4人 5人 6人 7人以上

出生時から 1年未満 1年以上5年未満 5年以上10年未満
10年以上20年未満 20年以上 不詳

0 20 40 60 80 100（%）

■住民の居住年数〈総数16,782人〉

出典：令和2年国勢調査

2,628人4,020人3,245人2,166人2,554人807人1,362人

出典記載のないものは「横浜市統計情報ポータル」（令和７年３月現在）より引用しています。

第５期計画はこのように作りました

　第６地区では、連合町内会、地域の各種団体・施設等で組織された「元気づくり推進協議会」と協議
会をサポートする「町づくりプロジェクト」を中心に計画策定に取り組みました。作成にあたり、「第６地区
をみんなでつくる」計画となるよう、地域の団体等へのヒアリング（計７団体延べ45人）やアンケート
（111件回答）、地元の小学校とのワークショップを実施しました（50人参加）。その結果を踏まえ、「元
気づくり推進協議会」で決定しました。
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